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平成24年１月 9日（月）、トーク安 カルチャーセンターにおい
て「成人式」が行われました。式典では、新成人を代表して東前静
さんが力強い「新成人の宣誓」を行いました。新成人の皆様方には
社会の一員として、ますますのご活躍をお祈り申し上げます。
また、当日は小学校の児童9名がキッズボランティアとして参加

してくれました。

ご成人おめでとうございます

東日本大震災の復興を支援しよう 
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●　議　　会 ●

の
措
置
、
暴
力
団
の
威
力
を
利
用
す

る
こ
と
の
禁
止
、
利
益
供
与
の
禁
止

等
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
施

行
日
は
、
平
成
24
年
４
月
１
日
。

○
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て

【
可
決
】

平
成
23
年
９
月
30
日
の
人
事
院
勧

告
に
よ
り
、
国
家
公
務
員
給
与
と
民

間
給
与
と
の
格
差
、
平
均
マ
イ
ナ
ス

０．

２
３
％
を
是
正
す
る
も
の
で
、

中
高
齢
層
を
対
象
と
し
た
月
例
給
を

引
き
下
げ
る
た
め
、
一
般
職
の
給
料

表
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
施
行
日
は
、

平
成
24
年
１
月
１
日
。

○
安

町
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
が
で
き
る
契
約
を
定
め
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

【
可
決
】

地
方
自
治
法
第
２
３
４
条
の
３
に

お
い
て
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
が
で
き
る
対
象
が
拡
大
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
事
務
用
機
械

器
具
等
の
借
り
入
れ
な
ど
、
商
習
慣

上
、
複
数
年
に
わ
た
り
契
約
を
締
結

す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
事
項
に

つ
い
て
の
規
定
を
定
め
る
条
例
の
制

定
で
す
。
施
行
日
は
、
公
布
の
日
。

《
町
長
提
案
》

○
安

町
暴
力
団
排
除
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

【
可
決
】

平
成
23
年
７
月
１
日
に
奈
良
県
に

お
い
て
施
行
さ
れ
た
「
奈
良
県
暴
力

団
排
除
条
例
」
を
実
効
あ
る
も
の
と

す
る
た
め
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
、

暴
力
団
の
排
除
に
関
す
る
基
本
理
念
、

町
や
町
民
の
責
務
、
町
の
事
務
及
び

事
業
に
お
け
る
措
置
、
町
民
に
対
す

る
支
援
、
青
少
年
に
対
す
る
教
育
等

条
例
改
正
等

○
安

町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

【
可
決
】

障
が
い
者
自
立
支
援
法
第
５
条
第

３
項
の
次
に
、
新
た
に
１
項
が
追
加

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
引
用
す
る
項

番
号
が
１
項
ず
つ
繰
り
下
げ
ら
れ
る

改
正
で
す
。
施
行
日
は
、
公
布
の
日
。

○
平
成
23
年
度
安

町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
補
正
第
６
号
）
に
つ
い
て

【
可
決
】

・
補
正
額

４
９
２
万
１
千
円
追
加

・
歳
入
歳
出
総
額

29
億
５，

８
５
２
万
９
千
円

・
主
な
補
正
内
容

人
事
異
動
等
に
伴
う
人
件
費

議
会
費

４
万
円

総
務
費

１，

１
６
５
万
１
千
円

民
生
費

４
０
９
万
５
千
円

衛
生
費

△
１
２
０
万
円

農
林
水
産
業
費

△
１
０
０
万
円

教
育
費

△
８
６
６
万
５
千
円

○
平
成
23
年
度
安

町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
補
正
第
７
号
）
に
つ
い
て

【
可
決
】

・
補
正
額

15
万
４
千
円
追
加

補
正
予
算

―
住
居
表
示
検
討
特
別
委
員
会
―
設
置

平
成
23
年
第
４
回
安

町
議
会
定
例
会
は
、
12
月
６
日
か
ら
15
日
の
10
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
条
例
の
制
定
並
び
に
一
部
改
正
案
等
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
ま
し
た
「
安

中
学
校
の
学
校
給
食

再
開
を
求
め
る
陳
情
書
」
に
つ
い
て
は
、
委
員
長
報
告
の
あ
と
、
満
場
一
致
に
よ
り
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
の
一
般
質
問
で
は
、
７
人
の
議
員
が
住
居
表
示
、
福
祉
医
療
対
策
、
富
本
憲
吉

記
念
館
等
観
光
文
化
事
業
の
推
進
、
文
化
財
保
護
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
有
効
活
用
、
治
水

対
策
、
下
水
道
事
業
等
に
つ
い
て
質
問
し
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

町
　
　
　
議
　
　
　
会

平
成
23
年
第
4
回
安

町
議
会
定
例
会
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・
歳
入
歳
出
総
額

29
億
５，

８
６
８
万
３
千
円

・
主
な
補
正
内
容

消
防
団
員
退
職
報
償
金

○
平
成
23
年
度
安

町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
補
正
第
２
号
）

に
つ
い
て

【
可
決
】

・
補
正
額
５，

３
９
１
万
５
千
円
追
加

・
歳
入
歳
出
総
額

９
億
４，

６
６
７
万
７
千
円

・
主
な
補
正
内
容

保
険
給
付
費
３，

３
７
０
万
５
千
円

高
額
療
養
費

８
０
０
万
円

介
護
納
付
金

５
７
６
万
円

前
年
度
精
算
に
伴
う
償
還
金６

４
５
万
円

○
平
成
23
年
度
安

町
介
護
保
険
特
別

会
計
（
保
険
事
業
勘
定
）
補
正
予
算

（
補
正
第
４
号
）
に
つ
い
て
【
可
決
】

・
補
正
額

43
万
２
千
円
追
加

・
歳
入
歳
出
総
額５

億
５，

７
０
７
万
円

・
主
な
補
正
内
容

介
護
予
防
事
業
人
件
費

43
万
２
千
円

○
安

町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び

選
挙
関
係

同
補
充
員
の
選
挙

平
成
23
年
12
月
21
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
及
び
同
補
充
員
の
選
挙
が
地
方
自

治
法
第
１
８
２
条
の
規
定
に
よ
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
選
挙
の
方
法
は
指
名
推
選

に
よ
り
行
わ
れ
、
当
選
さ
れ
た
方
々

は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

委
　
員
（
４
人
）

西
川
正
己
氏
（
東
安

）

梅
田
平
彦
氏
（
西
安

）

冨
井
忠
雄
氏
（
笠
目
）

増
井
勝
美
氏
（
窪
田
）

補
充
員
（
第
１
順
位
〜
第
４
順
位
）

西
野
三
郎
氏
（
東
安

）

谷
野
益
宏
氏
（
岡
崎
）

山
本
博
嗣
氏
（
西
安

）

平
井
正
廣
氏
（
東
安

）

（
任
期：

平
成
23
年
12
月
22
日
〜
平
成
27

年
12
月
21
日
）

○
町
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て
【
可
決
】

東
安

あ
つ
み
台
地
区
に
お
い
て
、

住
宅
開
発
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
道
路
が

町
に
帰
属
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

町
道
東
安

１
２
５
号
線
が
延
長
さ
れ

ま
し
た
。

そ
　
の
　
他

《
議
員
提
案
》

○
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
交
付
金
事
業
」

を
平
成
24
年
度
以
降
も
継
続
す
る
こ

と
を
求
め
る
意
見
書

【
可
決
】

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
介
護
を
担
う

介
護
職
員
の
不
足
が
深
刻
と
な
り
、
そ

の
待
遇
改
善
の
必
要
性
が
社
会
問
題
化

し
た
平
成
21
年
度
に
麻
生
内
閣
に
よ
っ

て
創
設
さ
れ
た
「
介
護
職
員
処
遇
改
善

交
付
金
事
業
」
は
、
平
成
23
年
度
末
で

終
了
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
継
続
す
る
の
か
、
処
遇
改
善
に
相

当
す
る
も
の
を
介
護
報
酬
に
組
み
込
む

の
か
が
大
き
な
焦
点
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
介
護
報
酬
の
中
に
組
み
込
め
ば
、

介
護
保
険
料
の
引
き
上
げ
、
利
用
料
の

増
大
に
結
び
つ
き
ま
す
。
ま
た
、
職
員

の
処
遇
改
善
に
結
び
つ
く
保
障
が
な
く

な
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
税
金
を
投
入
し

て
い
る
現
在
の
「
介
護
職
員
処
遇
改
善

交
付
金
事
業
」
を
平
成
24
年
度
以
降
も

継
続
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
を
関

係
省
庁
大
臣
に
提
出
し
ま
し
た
。

○
安

中
学
校
の
学
校
給
食
再
開
を
求

め
る
陳
情
書
に
つ
い
て

【
採
択
】

９
月
議
会
定
例
会
で
文
教
厚
生
常
任

意
　
見
　
書

委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
ま
し
た
陳
情

書
に
つ
い
て
は
、
委
員
長
報
告
の
後
、

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
長
　
田
中
幹
男

『
安

中
学
校
の
学
校
給
食
に
つ
い
て
』

12
月
９
日
に
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

を
開
会
し
、
12
月
５
日
に
第
１
回
の

「
安

町
立
中
学
校
給
食
導
入
検
討
委
員

会
」（
南
幸
委
員
長
・
畿
央
大
学
教
授
）

が
開
会
さ
れ
た
結
果
に
つ
い
て
教
育
委

員
会
か
ら
概
要
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

今
回
の
検
討
委
員
会
で
は
、
委
員
の

任
命
や
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
主
で

安

中
学
校
の
給
食
再
開
に
つ
い
て
の

本
格
的
な
検
討
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
聴
取
の
中
で
、
中
学
校
で
は
昭

和
52
年
の
新
校
舎
移
転
時
ま
で
は
小
学

校
と
共
に
給
食
が
あ
り
ま
し
た
が
、
新

校
舎
へ
の
移
転
時
に
給
食
調
理
室
が
な

く
給
食
業
者
か
ら
の
配
達
給
食
に
変
更

さ
れ
た
こ
と
が
不
評
を
呼
び
、
廃
止
と

な
り
、
現
在
の
弁
当
持
参
に
な
っ
た
経

緯
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

各
委
員
か
ら
は
、
検
討
委
員
会
の
進

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

報

告

要

旨
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め
方
に
日
数
を
掛
け
す
ぎ
で
は
な
い
か

と
い
う
意
見
、
２
５
２
名
と
い
う
陳
情

者
の
重
み
を
理
解
さ
れ
た
い
と
い
う
意

見
な
ど
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
が
、

教
育
委
員
会
に
お
い
て
「
給
食
導
入
検

討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
本
腰
を
入
れ

中
学
校
の
給
食
導
入
に
向
け
検
討
さ
れ

る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

安

中
学
校
全
て
の
生
徒
の
健
康
を

平
等
に
支
え
る
学
校
給
食
の
大
切
さ
、

公
教
育
と
し
て
の
給
食
再
開
を
願
う
多

数
の
保
護
者
の
気
持
ち
に
応
え
る
た
め
、

議
会
と
し
て
教
育
委
員
会
、
行
政
に
対

し
、
今
後
と
も
働
き
か
け
て
い
く
と
い

う
結
論
に
達
し
、
先
の
９
月
議
会
で
付

託
さ
れ
ま
し
た
「
安

中
学
校
の
学
校

給
食
再
開
を
求
め
る
陳
情
書
」
に
つ
い

て
は
、
当
委
員
会
と
し
て
採
決
の
結
果
、

全
会
一
致
で
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
検
討
委
員
会
の
報
告
を
受
け
な
が

ら
中
学
校
の
給
食
再
開
に
向
け
、
調
査

研
究
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
順
不
同
）

福
井
保
夫
議
員

『
ス
ポ
ー
ツ
施
設
（
小
・
中
学
校
）

の
有
効
活
用
に
つ
い
て
』

問

小
学
校
の
体
育
館
を
使
用
し
て
い

る
登
録
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、
大
会
前

な
ど
は
中
学
校
武
道
館
な
ど
の
施
設

を
臨
機
応
変
に
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
ら
な
い
も
の
か
伺
い
た
い
。

答

小
学
校
の
体
育
館
に
お
い
て
、
登

録
ク
ラ
ブ
に
限
り
週
ご
と
に
割
り
当

て
を
し
て
使
用
を
許
可
し
て
い
ま
す
。

特
に
土
日
に
お
い
て
は
、
運
動
場
も

含
め
、
フ
ル
に
利
用
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
状
況
で
す
。
今
後
、
中
学
校

の
体
育
施
設
に
つ
い
て
も
教
育
に
支

障
の
な
い
範
囲
で
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
調
整
し
て
い
き
ま
す
。

松
田
和
代
議
員

『
住
居
表
示
に
つ
い
て
』

問

今
年
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に

お
い
て
も
住
民
か
ら
通
称
名
で
の
住

居
表
示
を
し
て
ほ
し
い
旨
の
要
望
が

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
住
居
表

示
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お

ら
れ
る
の
か
伺
い
た
い
。

（
同
質
問
　
田
中
幹
男
議
員
）

答

９
月
議
会
に
お
い
て
、
今
後
大
き

な
障
害
が
発
生
す
る
よ
う
な
状
況
に

至
る
よ
う
で
あ
れ
ば
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
お
答
え
い
た
し
ま
し
た
が
、

今
回
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
お

い
て
、
あ
つ
み
台
と
小
泉
苑
の
住
民

の
方
か
ら
、
わ
か
り
や
す
い
住
居
表

示
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
挙

が
り
ま
し
た
。

早
急
に
結
論
は
出
せ
ま
せ
ん
が
、

住
民
の
方
々
の
具
体
的
な
意
見
や
専

門
家
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
慎
重
に

進
め
て
い
き
ま
す
。

『
富
本
憲
吉
記
念
館
に
つ
い
て
』

問

陶
芸
の
世
界
に
お
い
て
も
多
大
な

功
績
を
残
さ
れ
、
日
本
で
第
１
号
の

文
化
勲
章
を
受
章
さ
れ
た
富
本
憲
吉

先
生
の
生
家
で
あ
る
記
念
館
が
、
こ

の
春
に
閉
鎖
す
る
と
い
う
噂
が
地
元

に
広
が
っ
て
い
る
が
ご
存
知
で
す
か
。

こ
れ
は
東
安

だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
安

町
や
奈
良
県
、
日
本
の
み

な
ら
ず
世
界
の
財
産
だ
と
考
え
て
い

た
だ
き
、
何
と
か
行
政
の
支
援
を
も

っ
て
で
も
存
続
で
き
る
よ
う
お
願
い

し
た
い
。
町
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

（
同
質
問
　
淺
野
　
勉
議
員
）

答

記
念
館
の
閉
館
問
題
の
話
は
承
知

し
て
い
ま
す
。
記
念
館
は
、
安

町

に
と
り
ま
し
て
も
町
内
、
町
外
、
全

一

般

質

問

要

旨
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国
に
観
光
あ
る
い
は
文
化
を
発
信
で

き
る
代
表
的
な
施
設
で
あ
り
、
今
年

度
末
に
策
定
す
る
第
４
次
安

町
総

合
計
画
に
お
い
て
も
文
化
・
観
光
の

根
幹
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
自
身
も

町
の
幹
部
と
共
に
記
念
館
に
幾
度
と

な
く
足
を
運
び
、
記
念
館
の
お
か
れ

て
い
る
現
在
の
状
況
を
把
握
し
、
そ

の
打
開
策
に
つ
い
て
、
県
を
始
め
と

す
る
関
係
機
関
を
交
え
て
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

山
岡
　
敏
議
員

『
大
雨
等
に
よ
る
大
災
害
の
浸
水
対

策
に
つ
い
て
』

問

大
雨
、
洪
水
、
大
災
害
に
お
け
る

岡
崎
川
下
流
域
の
浸
水
対
策
に
つ
い

て
、
行
政
と
し
て
の
対
応
策
を
伺
い

た
い
。

答

大
雨
等
に
よ
り
水
位
が
上
昇
し
、

大
和
川
と
岡
崎
川
の
水
位
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
岡
崎
川
に
逆
流
す
る
こ

と
に
な
れ
ば
岡
崎
川
河
口
の
逆
流
防

止
ゲ
ー
ト
が
閉
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
の

後
は
、
出
口
の
な
く
な
っ
た
岡
崎
川

の
水
位
は
上
昇
し
て
い
き
ま
す
。

対
策
と
し
て
は
、
貯
留
池
の
設
置

や
大
和
川
へ
の
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
、
岡

崎
川
堤
防
の
嵩
上
げ
等
が
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
経
費
面
と
所
管
団
体
等
と

の
協
議
に
困
難
を
要
し
ま
す
。
当
面

の
対
策
と
し
て
、
浸
水
地
域
の
家
屋

に
つ
い
て
は
土
嚢
の
設
置
等
に
よ
り

浸
水
を
防
ぐ
措
置
を
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
本
年
１
月
に
浸
水
常
襲
地

域
に
お
い
て
流
域
対
策
推
進
協
議
会

を
発
足
さ
せ
、
岡
崎
川
へ
の
雨
水
流

出
を
抑
制
す
る
対
策
と
し
て
、
流
域

周
辺
に
点
在
す
る
溜
池
の
利
用
等
も

含
め
た
協
議
、
検
討
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

淺
野
　
勉
議
員

『
安
　
町
の
観
光
文
化
事
業
の
創
生

に
つ
い
て
』

問

歴
史
と
文
化
遺
産
に
包
ま
れ
た

安

町
で
生
ま
れ
た
芸
術
文
化
を
観

光
産
業
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
も
町

の
活
性
化
に
繋
が
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
、
富
本
憲
吉
先
生
の
デ
ザ
イ
ン

を
活
か
し
た
工
芸
品
の
開
発
及
び

安

ブ
ラ
ン
ド
の
立
ち
上
げ
の
計
画

が
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

答

西
本
町
長
就
任
以
来
、
観
光
振
興

に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加
を
図
っ
て

い
ま
す
。
地
域
観
光
の
魅
力
を
発
信

す
る
た
め
、
歴
史
民
俗
資
料
館
か
ら

富
本
憲
吉
記
念
館
等
へ
と
続
く
歴
史

を
感
じ
る
ル
ー
ト
の
設
定
や
近
郊
の

社
寺
仏
閣
と
も
連
携
し
た
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
本
年
５
月
に
作
成
し
ま

し
た
。
こ
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

有
名
ホ
テ
ル
や
鉄
道
の
各
駅
に
配
布

し
、
他
町
村
か
ら
の
観
光
人
口
の
増

加
を
図
っ
て
い
ま
す
。

富
本
先
生
の
デ
ザ
イ
ン
を
活
か
し

た
工
芸
品
等
の
開
発
や
安

ブ
ラ
ン

ド
の
開
発
に
つ
い
て
は
、
著
作
権
等

の
調
整
も
必
要
な
こ
と
か
ら
、
民
間

の
活
力
を
得
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

『
町
社
会
福
祉
協
議
会
窓
口
に
よ
る

教
育
支
援
資
金
の
啓
発
に
つ
い
て
』
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中
本
幸
一
議
員

『
文
化
財
の
保
護
と
活
用
に
つ
い

て
』

問

安

町
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
活

用
に
よ
る
企
業
の
進
出
と
観
光
資
源

で
あ
る
文
化
財
等
の
情
報
発
信
に
よ

る
観
光
客
等
交
流
人
口
の
増
加
で
活

気
あ
る
町
づ
く
り
が
で
き
る
と
考
え

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
文
化
財
の

保
護
は
重
要
な
施
策
の
一
つ
で
あ
り

ま
す
が
、
文
化
財
の
保
護
に
は
所
有

者
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
時
に

は
多
大
な
金
銭
的
支
出
や
人
的
協
力

も
必
要
と
な
り
ま
す
。

窪
田
地
区
の
中
家
住
宅
に
お
い
て

も
、
所
有
者
の
金
銭
的
負
担
や
近
隣

住
民
の
応
援
に
よ
る
努
力
で
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
県
外
か
ら

も
多
く
の
観
光
客
が
来
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
同
住
宅
を
含
む

文
化
財
の
保
護
と
活
用
に
つ
い
て
、

今
後
の
町
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

答

現
在
、
安

町
文
化
財
保
存
事
業

費
補
助
金
交
付
要
綱
に
基
づ
き
、
中

家
住
宅
に
つ
い
て
は
一
定
の
補
助
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
町
の
文
化
財
行
政
を
更
に
充
実

さ
せ
る
た
め
、
平
成
24
年
度
に
文
化

財
保
護
条
例
を
制
定
し
、
文
化
財
保

護
審
議
会
を
立
ち
上
げ
、
中
家
住
宅

を
は
じ
め
と
す
る
文
化
財
の
保
存
、

維
持
等
に
つ
い
て
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

田
中
幹
男
議
員

『
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
設
置

に
つ
い
て
』

問

安

町
に
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
ま
せ
ん
。
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
も
安

町
で
作

っ
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
が
挙
が
っ

て
い
ま
す
。
町
と
し
て
設
置
す
る
考

え
は
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

答

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
高

齢
者
の
希
望
に
応
じ
た
、
臨
時
的
か

つ
短
期
的
な
就
業
ま
た
は
簡
易
な
業

務
に
係
る
就
業
の
機
会
を
確
保
し
、

組
織
的
に
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
団
体
で
、
地
域
の
高
齢
者
が
協

働
・
共
助
し
合
い
独
立
採
算
制
を
基

本
と
し
て
運
営
さ
れ
る
自
主
的
な
団

体
で
す
。

安

町
に
お
い
て
、
自
己
の
技
能

を
提
供
し
た
い
と
希
望
さ
れ
る
高
齢

者
が
ど
れ
く
ら
い
お
ら
れ
る
か
、
ま

た
、
ど
の
程
度
の
需
要
が
あ
る
か
が

重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
高
齢
者
の
自
主
的
な
団

体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
が
主

体
と
な
り
自
主
的
な
組
織
づ
く
り
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ

に
対
し
町
が
助
言
、
助
力
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

『
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球

菌
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

費
用
助
成
事
業
の
継
続
に
つ
い
て
』

『
高
齢
者
見
守
り
活
動
に
つ
い
て
』

島
田
正
芳
議
員

『
笠
目
新
家
（
富
雄
川
西
側
）
地
区

の
下
水
道
整
備
計
画
に
つ
い
て
』

問

笠
目
、
新
家
地
区
に
あ
っ
て
は
、

斑
鳩
町
の
下
水
道
に
接
続
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
地
区
で
あ
り
ま
す
。
次

の
箇
所
に
つ
い
て
、
着
工
時
期
は
い

つ
頃
に
な
る
の
か
伺
い
た
い
。

①
町
道
笠
目
線
を
挟
ん
で
北
側
地
区

と
南
側
50
ｍ
ぐ
ら
い
ま
で
の
区
域
。

②
そ
の
接
続
部
よ
り
南
側
、
字
小
鍋
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の
町
道
部
分
ま
で
の
区
域
。

③
そ
の
町
道
部
分
か
ら
字
桃
源
田
付

近
ま
で
の
区
域
。

答

新
家
地
区
の
公
共
下
水
道
の
整
備

は
、
当
初
計
画
で
は
、
斑
鳩
町
の
三

代
川
改
修
工
事
の
完
了
を
待
っ
て
の

接
続
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
、

次
の
計
画
に
よ
り
進
め
て
い
き
ま
す
。

①
町
道
笠
目
線
を
挟
ん
で
北
側
地

区
と
南
側
50
ｍ
ぐ
ら
い
ま
で
の
区
域

及
び
②
そ
の
接
続
部
よ
り
南
側
、
字

小
鍋
の
町
道
部
分
ま
で
の
区
域
に
つ

い
て
は
、
平
成
24
、
25
年
度
に
測
量
、

詳
細
設
計
を
行
い
、
平
成
26
年
度
か

ら
町
道
に
面
し
た
部
分
か
ら
順
次
、

工
事
を
行
う
予
定
で
す
。
私
道
に
つ

い
て
は
、
地
権
者
の
同
意
並
び
に
隣

接
者
全
員
の
公
共
下
水
道
敷
設
申
請

が
そ
ろ
っ
た
場
所
か
ら
整
備
を
進
め

ま
す
。

ま
た
、
③
桃
源
団
地
地
区
は
、
斑

鳩
町
の
流
入
点
の
整
備
が
ま
だ
計
画

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
早
期
に

整
備
で
き
る
よ
う
斑
鳩
町
下
水
道
課

と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
に
よ
り
多

く
の
住
民
の
皆
様
か
ら
意
見
・
要
望
が

出
さ
れ
て
い
る
安

町
内
の
住
居
表
示

に
つ
い
て
、
町
議
会
と
し
て
調
査
研
究

を
行
う
た
め
の
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

『
住
居
表
示
検
討
特
別
委
員
会
』

委
員
長
　
　
淺
野
　
　
勉
　

副
委
員
長
　
中
本
　
幸
一

委
　
員
　
　
島
田
　
正
芳

委
　
員
　
　
松
田
　
和
代

委
　
員
　
　
田
中
　
幹
男

淺
野
　
勉
議
員

¡

地
域
公
共
交
通（
岐
阜
県
高
山
市
）

¡

和
ろ
う
そ
く
店
「
三
嶋
屋
」（
飛
騨
市
）

平
成
23
年
11
月
17
日
、
18
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し

た
。一

日
目
、
安

町
が
来
春
に
実
証
運

行
を
予
定
し
て
い
る
公
共
交
通
事
業
に

つ
い
て
、
高
山
市
か
ら
運
行
委
託
を
受

け
て
い
る
「
濃
飛
乗
合
自
動
車(

株)

」

に
赴
き
、
実
務
面
で
の
諸
問
題
に
つ
い

て
の
聴
取
と
、
運
行
バ
ス
体
験
乗
車
を

行
い
ま
し
た
。

高
山
市
で
は
既
存
の
路
線
を
見
直
し
、

運
賃
も
均
一
料
金
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

安

町
に
お
い
て
も
、
住
民
の
日
常

生
活
は
も
と
よ
り
、
町
内
外
か
ら
の
観

光
客
の
た
め
に
も
、
よ
り
良
い
交
通
手

段
と
な
る
よ
う
、
町
公
共
交
通
実
証
運

行
に
向
け
て
議
員
一
同
、
心
を
新
た
に

い
た
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
安

町
か
ら
和
ろ
う
そ

く
の
芯
と
な
る
「
灯
芯
」
を
仕
入
れ
て

お
ら
れ
る
飛
騨
市
古
川
町
の
老
舗
和
ろ

う
そ
く
店
「
三
嶋
屋
」
を
訪
れ
、
店
主

と
伝
統
工
芸
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し

た
。
灯あ
か

り
が
取
り
持
っ
た
縁
を
大
切
に

し
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
交
流
が
続
く

こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

今
回
の
視
察
に
お
い
て
、
安

町
内

の
歴
史
文
化
の
再
発
見
と
観
光
文
化
の

創
造
に
向
け
て
大
き
な
示
唆
を
受
け
、

研
修
を
終
え
ま
し
た
。

平
成
24
年
第
１
回
安

町
議
会
定
例
会

初
日

３
月
６
日
（
火
）

午
前
10
時

最
終
日
（
予
定
）

３
月
16
日
（
金
）

午
前
10
時

場
所：

役
場
４
階
　
議
場

※
会
期
は
、
概
ね
10
日
間
程
度
で
す
。

※
な
お
、
議
会
定
例
会
は
、
３
月
、
６
月
、

９
月
、
12
月
に
開
か
れ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
せ

総
務
課
・
議
会
事
務
局

1
57
―
１
５
１
１

住
居
表
示
検
討
特
別
委
員
会
設
置

議
会
は
傍
聴
で
き
ま
す
！

視

察

報

告

要

旨
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新
年
恒
例
の
消
防
出
初
め
式
が
１
月

８
日
（
日
）
に
安

中
央
公
園
多
目
的

広
場
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
消
防

団
員
ら
約
60
名
が
参
加
し
、
分
列
行
進

や
放
水
演
習
が
行
わ
れ
、
防
火
・
防
災

へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

み
ん
な
が
参
画
す
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
標
と
し
て
、
町
の
将
来
展
望
に
つ
い

て
、
地
域
の
皆
様
と
の
意
見
交
換
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
平
成
23
年
11
月
２
日

〜
25
日
の
間
、
町
内
９
箇
所
で
開
催
し
、

２
９
２
名
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

各
会
場
に
お
い
て
、
昨
年
の
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
の
ご
意
見
・
ご
要
望

に
対
す
る
処
理
状
況
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
で
は
、
全
体
で
１
６
６
件
の
ご
意
見

や
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
意
見
や
ご

要
望
に
つ
い
て
は
担
当
部
署
・
関
係
機

関
と
協
議
を
重
ね
、
善
処
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
ご
意
見
・
ご
要
望
の
主
な
内
容
〉

・
生
活
用
道
路
の
整
備
に
関
す
る
こ
と36

件

・
公
共
交
通
（
バ
ス
）
に
関
す
る
こ
と14

件

・
公
共
下
水
道
の
整
備
に
関
す
る
こ
と12

件

・
防
災
に
関
す
る
こ
と

11
件

・
観
光
を
含
め
た
産
業
の
発
展
に
関
す

る
こ
と

８
件

・
福
祉
に
関
す
る
こ
と

８
件

・
教
育
に
関
す
る
こ
と

13
件

・
議
会
に
関
す
る
こ
と

７
件

・
そ
の
他
一
般
行
政
に
関
す
る
こ
と57

件

安

町
で
は
、
中
学
校
に
お
け
る
給

食
導
入
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
に
、

給
食
導
入
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
そ

の
是
非
も
含
め
、
給
食
形
態
、
実
施
方

法
、
実
施
時
期
、
そ
の
他
の
事
項
に
関

し
て
調
査
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
昨
年
12
月
５
日
に
開
催
さ
れ
た
第

１
回
検
討
委
員
会
で
は
、
検
討
委
員
の

委
嘱
を
行
い
、
今
後
の
調
査
検
討
の
計

画
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

尚
、
こ
の
日
委
嘱
さ
れ
た
委
員
の

方
々
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

▼
会
長
　
南
　
幸
（
畿
央
大
学
健
康
栄

養
学
科
特
任
教
授
）
▼
副
会
長
　
松
田

博
美
（
安

小
学
校
校
長
）
▼
上
野
佳

男
（
安

中
学
校
校
長
）
▼
辻
　
修

（
住
民
代
表
）
▼
胡
内
雅
子
（
安

小
中

学
校
元
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）
▼
加
藤
眞
弓

（
安

小
学
校
栄
養
職
員
）
▼
谷
野
雅
祥

（
安

中
学
校
教
諭
・
食
育
担
当
）

ま
た
、
２
月
６
日
に
は
、
第
２
回
検

討
委
員
会
と
し
て
、
小
学
校
の
給
食
室

を
視
察
す
る
と
と
も
に
、
今
後
実
施
を

予
定
し
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
内

容
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

●　お知らせ ●

平
成
24
年

安

町
消
防
団
出
初
め
式

安

町
立
中
学
校

給
食
導
入
検
討
委
員
会

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

（
行
政
懇
談
会
）
を
開
催

し
ま
し
た

〈
受
付
期
間
〉

２
月
１
日
（
水
）
〜
29
日
（
水
）

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く

〈
受
付
時
間
〉

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

〈
提
出
方
法
〉

持
参
に
限
り
ま
す
。
※
必
ず
説
明
で

き
る
者
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
受
付
場
所
〉

安

町
役
場
３
階
31
小
会
議
室

〈
有
効
期
間
〉

平
成
24
・
25
年
度
の
２
年
間

〈
そ
の
他
〉

申
請
書
様
式
、
提
出
要
綱
な
ど
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
か
、
役
場
窓
口
（
物
品
役
務：

総
務
課
、
建
設
工
事
・
測
量
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト：

産
業
建
設
課
）
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

〈
お
問
い
合
せ
〉

物
品
役
務
関
係：

役
場
総
務
課

建
設
工
事
・
測
量
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
関
係：

産
業
建
設
課

1
57
―
１
５
１
１

平
成
24
・
25
年
度
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
の
受
付

に
つ
い
て
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●　お知らせ ●

確定申告相談のご案内

所得税の確定申告について、次のとおり申告相談を開催します。

なお、【公的年金受給者対象】の日程と【一般の方対象】の日程に分かれておりますので、ご注意く

ださい。

※相続税、贈与税、不動産・株式等の譲渡所得等の相談は行っていません。

【必要書類等】

①印鑑

②給与や公的年金等の源泉徴収票、その他所得を証明する書類

③生命保険料、地震保険料、健康保険料、介護保険料、国民年金保険料等の支払証明書等

④医療費の領収書や寄附金等の証明書（平成23年１月～12月までの支払いに係るもの）
ただし、控除の対象にならない場合もあります

⑤その他確定申告に必要な書類等

（前年度の確定申告書の控えがあれば、参考にご持参ください）

※年金受給者対象の申告相談は、昨年度と同様、安堵町役場での開催はありません。

皆様にはご不便をおかけしますが、ご理解のほどよろしくお願いします。

※開催日初日と午前中は、大変混み合うことが予想されます。

※会場での受付は、混雑状況等により、予定時刻より早めに締め切らせていただく場合があります。

※昼休みの時間帯は、少人数の担当者での対応となります。あらかじめご了承ください。

◎公的年金受給者の所得税の確定申告手続きが変更されました。詳しくは、10ページのお知らせをご
参照ください。

各会場は混雑します。確定申告書等は、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」を利

用して作成し、e-Taxでの送信、又は、プリントアウトしての郵送をおすすめします。

奈良税務署では、次の日程で日曜日にも「確定申告の相談、受付等」を行います。

平成24年2月19日（日）、2月26日（日） 午前9時～午後5時
場所は、奈良税務署（奈良市登大路町81）のプレハブ会場です。

（なお、駐車場はございませんので、公共の交通機関をご利用ください。）

開　催　期　間 時　　間 場　　所 対　象　者

平成24年2月8日（水） 午前9時30分 いかるがホール
【年金受給者対象】

～2月10日（金） ～午後4時 斑鳩町興留10-6-43

平成24年2月22日（水） 午前9時30分 いかるがホール
【一般の方対象】

～2月23日（木） ～午後4時 斑鳩町興留10-6-43
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●　お知らせ ●

平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
公

的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
を
有
す
る
方

で
、
次
の
要
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

場
合
に
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の

提
出
が
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

・
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
（
２
カ
所

以
上
あ
る
場
合
は
、
そ
の
合
計
額
）

が
、
４
０
０
万
円
以
下

・
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の

所
得
金
額
が
、
20
万
円
以
下

注
意
　
こ
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
で

あ
っ
て
も
、

◆
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合
な
ど

は
、
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
奈
良
税

務
署
（
1
０
７
４
２
―
26
―
１
２
０

１
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
提
出
が
不

要
で
も
、
住
民
税
の
申
告
が
必
要
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

役
場
税
務
課
（
1
０
７
４
３
―
57
―

１
５
１
１
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

海
外
宝
く
じ（
ロ
ト
）の
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
（
封
書
）
に
ご
注
意
を

◇
海
外
か
ら
「
当
選
金
を
受
け
取
る
権

利
を
あ
な
た
は
獲
得
し
ま
し
た
。
い

ま
す
ぐ
手
続
き
を
…
」
と
い
っ
た
内

容
の
エ
ア
メ
ー
ル
が
届
き
、
手
数
料

３
０
０
０
円
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
し

た
。
後
日
、
お
も
ち
ゃ
の
よ
う
な
ネ

ッ
ク
レ
ス
が
送
ら
れ
て
き
た
が
、
そ

れ
以
降
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
毎

月
３
０
０
０
円
が
引
き
落
と
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

◇
海
外
宝
く
じ
に
当
選
し
、
手
続
き
を

し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
向
に
入
金

さ
れ
ず
、
同
種
の
封
書
が
大
量
に
送

ら
れ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

○
自
宅
に
海
外
か
ら
封
書
が
届
き
、
内

容
か
ら
、
巨
額
な
当
選
賞
金
を
獲
得

す
る
権
利
を
得
た
か
の
よ
う
な
錯
覚

を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
申

し
込
み
を
し
て
い
な
い
海
外
宝
く
じ

に
当
た
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
無
視
す
る
等
の
冷
静
な
対

応
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
海
外
宝
く
じ
の
ご
相
談
は
以
前
か
ら

全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ

消
費
生
活
相
談
室
か
ら

の
お
知
ら
せ

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
、
書
留

で
届
く
も
の
も
出
始
め
、
相
談
件
数

が
再
び
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
業

者
の
連
絡
先
は
海
外
で
、
被
害
の
救

済
は
非
常
に
困
難
で
す
。

○
手
数
料
が
数
千
円
と
少
額
な
た
め
、

何
度
も
支
払
い
を
繰
り
返
し
、
大
き

な
被
害
に
進
展
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が

高
齢
者
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

○
実
態
の
わ
か
ら
な
い
業
者
と
の
支
払

い
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
使
用
す

る
こ
と
は
、
住
所
・
氏
名
に
加
え
て
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
を
知
ら
せ

る
こ
と
に
な
り
、
悪
用
さ
れ
る
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。

○
海
外
宝
く
じ
を
国
内
で
購
入
す
る
こ

と
は
、
刑
法
に
抵
触
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

○
日
本
郵
便
の
郵
便
物
に
つ
い
て
は
、

受
取
拒
否
を
希
望
さ
れ
る
場
合
（
国

際
郵
便
も
同
様
）
未
開
封
の
状
態
で
、

メ
モ
や
付
箋
に
、
赤
字
で
「
受
取
拒

否
」
と
書
き
、
捺
印
ま
た
は
署
名
の

上
、
郵
便
物
に
貼
り
付
け
、
配
達
担

当
者
か
郵
便
窓
口
、
ま
た
は
郵
便
ポ

ス
ト
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

●
困
っ
た
時
は
…

消
費
生
活
相
談
日
　
毎
週
火
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
お
問
い
合
せ

総
務
課
1
57
―
１
５
１
１

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
は
、
奈
良

県
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
主
体
と
な

り
、
該
当
す
る
資
金
を
お
貸
し
す
る
こ

と
に
よ
り
住
民
の
経
済
的
な
自
立
を
図

り
、
地
域
で
の
安
定
し
た
生
活
を
支
援

し
ま
す
。

《
資
金
種
類
》

○
総
合
支
援
資
金

失
業
等
に
よ
り
、
生
活
全
般
に
困
難

な
世
帯
に
対
し
て
、
生
活
を
再
建
す

る
ま
で
の
資
金

○
福
祉
資
金

技
能
習
得
や
、
生
業
を
営
む
為
の
経

費
、
住
宅
補
修
や
療
養
費
等
に
必
要

な
資
金

○
教
育
支
援
資
金

高
校
や
大
学
、
専
門
学
校
等
に
修
学

す
る
た
め
の
学
費
等
の
資
金

○
不
動
産
担
保
型
生
活
資
金

一
定
の
住
居
用
不
動
産
を
担
保
と
し

て
生
活
資
金
の
貸
付
け

尚
、
返
済
の
見
込
み
の
な
い
場
合
や
、

他
の
借
入
の
返
済
に
は
ご
利
用
頂
け
ま

せ
ん
の
で
、
貸
付
条
件
等
の
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
安
堵
町
社
会
福
祉
協
議

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ

安

町
社
会
福
祉
協
議
会

1
57
―
２
５
２
３

公
的
年
金
受
給
者
の
所
得

税
の
確
定
申
告
手
続
き
の

変
更
に
つ
い
て

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
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●　お知らせ ●

安

町
絵
画
展
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

多
数
の
ご
出
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
間

３
月
15
日
（
木
）
〜
18
日
（
日
）

場
所

ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
展
示
ホ
ー
ル

出
品
資
格

町
在
住
及
び
在
勤
の
方

出
品
点
数

一
人
３
点
以
内

大
き
さ
　
自
由

題
　
材
　
自
由

申
し
込
み
・
搬
入
期
間

３
月
７
日
（
水
）
〜
11
日
（
日
）

申
し
込
み
・
搬
入
場
所

ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

作
品
搬
出

３
月
19
日
（
月
）

そ
の
他

出
品
料
は
無
料
。
出
品
作
品
に
つ
い

て
は
細
心
の
注
意
を
し
ま
す
が
、
万

一
の
破
損
・
汚
損
の
場
合
は
責
任
を

お
い
か
ね
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ

ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

1
57
―
２
２
８
１

65歳～74歳までの方で、一定の障害をお持ちの方は、
後期高齢者医療制度に加入することができます。

安

町
絵
画
展
作
品
募
集

○　後期高齢者医療制度に加入することができる障害の程度は以下のとおりです。

・１級から３級までの身体障害者手帳をお持ちの方

○ 後期高齢者医療制度に加入した場合には、原則として１割の窓口負担で医療サービスを受けていただく

ことができます。

（加入することで従来より窓口負担が軽くなる場合があります。）

○　後期高齢者医療制度では、全ての被保険者の方から所得に応じた保険料をお支払いいただきます。

（加入することで従来より保険料負担が低くなる場合と高くなる場合があります。）

○ 後期高齢者医療制度に加入するためには手続きが必要ですので、詳しくは下記の窓口までお問い合わせ

ください。

安 町役場住民課（157－1511：内線222）

相
談
日

2
月
10
日
（
金
）

時
　
間

午
後
１
時
〜
３
時

場
　
所

役
場
３
階
会
議
室

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

2
月
人
権
、行
政
相
談
日

毎週日曜 朝９時より
安 中学校南側

■主催：ほっと安 朝市実行委員会
■お問い合せ：産業建設課　157－1511
第１日曜日　先着100名様に花の苗などを無料配布しています。

（農地・水・環境保全対策事業への取組）
★2月12日（日）豚汁の振る舞いがあります★

安心・安全な町内の朝取り野菜を安価でご提供します

雨天でも開催
しています

売り切れ
次第閉店させ
て頂きます

後期高齢者医療制度以外の医療保険制度

65歳～69歳までの方 70歳～74歳までの方

3割 １割（所得の多い方は3割）

後期高齢者医療制度

１割（所得の多い方は3割）

窓
口
負
担
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●　お知らせ ●

平
成
23
年
度
特
定
健
康
診
査
時
に
生

活
習
慣
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。

グ
ラ
フ
１
は
、
生
活
習
慣
を
変
え
た

こ
と
が
あ
る
男
女
別
、
年
代
別
の
割
合

を
示
し
て
い
ま
す
。
男
性
と
女
性
の
50

歳
代
・
60
歳
代
で
は
、
６
割
以
上
、
40

歳
代
・
70
歳
以
上
で
は
、
８
割
以
上
が

生
活
習
慣
を
変
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

変
え
た
生
活
習
慣
の
内
容
で
は
、
男

女
と
も
食
生
活
で
は
「
間
食
や
甘
い
物
、

果
物
、
ジ
ュ
ー
ス
を
減
ら
す
」「
野
菜
を

多
く
す
る
」、
運
動
習
慣
で
は
、「
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
」
が
多
く
見
ら
れ
、
喫
煙
や

飲
酒
習
慣
を
や
め
た
方
も
お
ら
れ
ま
し

た
。グ

ラ
フ
２
は
、
生
活
習
慣
を
変
え
た

き
っ
か
け
を
男
女
別
に
示
し
て
い
ま
す
。

男
女
と
も
に
「
健
診
や
検
査
結
果
で
」

「
自
覚
症
状
」が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

健
診
を
う
け
、
そ
の
結
果
か
ら
、
自

分
の
生
活
習
慣
と
の
関
連
を
考
え
て
、

生
活
習
慣
を
変
え
、
積
極
的
に
自
分
の

健
康
を
自
分
で
つ
く
る
意
識
を
も
っ
た

方
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま

す
。

健
診
や
検
査
結
果
は
、
あ
な
た
の
身

体
の
今
と
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
教
え

て
く
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
『
健
診

を
受
け
る
こ
と
』
は
と
て
も
大
切
で
す
。

ま
た
、
生
活
習
慣
を
変
え
て
い
な
い

方
の
67
％
の
方
が
、「
運
動
を
始
め
た
い
」

「
食
生
活
を
変
え
た
い
」「
禁
煙
」「
飲
酒

を
減
ら
し
た
い
」
等
、
変
え
た
い
と
思

っ
て
い
る
こ
と
を
記
入
し
て
お
ら
れ
ま

す
。生

活
習
慣
を
積
極
的
に
変
え
ら
れ
た

方
や
こ
れ
か
ら
変
え
よ
う
と
考
え
て
お

ら
れ
る
方
は
健
診
を
受
け
て
、
今
年
こ

そ
は
生
活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
!!

安

町
で
は
、
40
歳
以
上
の
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
、
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
な
ど
を
対
象
に
特
定
健
康
診

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。（
※
日
程
等
に

つ
い
て
は
４
月
号
広
報
に
掲
載
予
定
で

す
。）特

定
健
診
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
役
場
住
民
課
国
保
係
ま
で
（
1

57
―
１
５
１
１
　
内
線
２
２
２
）

40歳代 

健診・検査 

自覚症状 

病気（家族含む） 

お誘いちらしや誰かの一言 

退職（家族含む） 

健康情報（テレビなど） 

生活習慣を変えたことがある割合（男女別） グラフ1

グラフ2 生活習慣を変えたきっかけ（複数回答） 

61.5

33

男性 

＜変えた食生活ベスト3＞ 
1位：間食や甘い物、果物 
　　　ジュースを減らす（32.1％） 
2位：野菜を多くする（10.9％） 
3位：（男）１回の食事量を減らす（24.3％） 
3位：（女）薄味にする（12.0％） 

＜始めた運動ベスト3＞ 
1位：ウォーキング（54.2％） 
2位：ストレッチ（10.0％） 
3位：（男）フィトネスクラブに通う（8.0％） 
3位：（女）散歩（10.0％） 

禁煙された方は31人、飲酒をやめた、 
量を減らした方は14人おられました。 

女性 

男性 

女性 

55

23
32

9
21

2
9

15
3

1
6

83.3

62.5 66.6
67.8 66.9

58.8

81.2

50歳代 60歳代 70歳以降 

生
活
習
慣
を
変
え
た

き
っ
か
け
は
、
健
診
!?
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●　お知らせ ●

ウ 　 メ

2222月月月月 のののの 花花花花

大
正
時
代
は
じ
め
…
安

町
を
経
由

し
新
法
隆
寺
―
天
理
間
を
運
行
し
て
い

た
「
天
理
軽
便
鉄
道
」
が
通
じ
て
い
た

事
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
こ
の
路
線

は
、
地
域
の
足
と
し
て
広
く
町
民
に
親

し
ま
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
天
理
軽
便
鉄

道
の
最
終
運
行
日
で
あ
る
２
月
11
日
に

合
わ
せ
、
館
内
で
旧
安

駅
ジ
オ
ラ
マ

に
レ
ー
ル
を
引
い
て
、
こ
の
車
両
模
型
を

走
ら
せ
ま
す
。
当
日
は
そ
れ
以
外
に
、
現

在
の
Ｊ
Ｒ
大
和
路
線
の
旧
車
両
や
線
路
を

現
地
ま
で
持
ち
運
び
運
行
し
た
と
さ
れ
る

泰
緬
た
い
め
ん

鉄
道
（
タ
イ
―
ミ
ャ
ン
マ
ー
間
）
の

復
元
模
型
を
含
め
、
当
地
域
に
馴
染
み
の

あ
る
Ｊ
Ｒ
線
や
近
鉄
線
等
、
様
々
な
手
作

り
車
両
も
公
開
運
転
さ
れ
ま
す
。

日
　
時

２
月
11
日
（
土
・
祝
日
）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

参
加
費

入
館
料

協
　
力

「
模
型
大
学
」
事
務
局

※
申
込
み
は
不
要
で
す
。
時
間
内
で
あ

れ
ば
、
ど
な
た
で
も
随
時
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す
。

昔
は
、
一
年
の
折
々
に
も
ち
を
搗つ

き

食
し
た
そ
う
で
す
。

こ
の
体
験
会
で
は
、
現
在
で
は
目
に

す
る
こ
と
の
少
な
い

〝
古
代
米
〞
を
使
い
〝
杵き
ね

〞や〝
臼う
す

〞
を

用
い
て
餅
を
つ
き
ま
す
。
先
人
の
暮
ら

し
の
一
端
を
知
り
、
日
本
の
伝
統
行
事

に
触
れ
て
い
た
だ
け
る
体
験
会
で
す
。

親
子
で
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時

２
月
19
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
３
時
40
分

参
加
費

入
館
料
（
幼
児
、
小
・
中

学
生
は
無
料
。）

募
集
人
数

80
名（
３
回
に
分
け
て
実
施
）

申
込
み

窓
口
・
電
話
に
て
事
前
申
込

み
の
上
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「
か
き
も
ち
」
や
「
き
り
こ
」
は
、

冬
の
寒
い
時
期
に
作
り
置
き
し
、
食
べ

る
都
度
調
理
し
て
食
さ
れ
た
保
存
が
き

く
お
菓
子
で
す
。

こ
の
体
験
会
で
は
、
薄
く
切
り
、
形

が
整
え
ら
れ
た
、
短
冊
形
の
か
き
も
ち

を
わ
ら
で
編
ん
だ
り
、
昔
の
子
供
達
の

手
作
り
お
菓
子
で
あ
っ
た
、
き
り
こ

（
サ
イ
コ
ロ
状
の
お
か
き
）
を
炭
火
で
あ

ぶ
っ
て
あ
ら
れ
を
作
っ
た
り
し
ま
す
。

日
　
時

２
月
26
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

参
加
費

入
館
料
＋
材
料
費
（
100
円
）

募
集
人
数

15
名

申
込
み

窓
口
・
電
話
に
て
事
前
申
込

み
の
上
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
資
料
寄
贈
の
お
知
ら
せ
〉

窪
田
所
在
・
旧
石
田
氏
所
蔵
の
資
料
三

千
五
百
件
を
町
へ
寄
贈
い
た
だ
き
、
当
館

に
お
さ
め
ら
れ
ま
し
た
。
来
る
春
季
展
示

に
て
公
開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
せ
・
場
所
・
申
込
み

安

町
歴
史
民
俗
資
料
館

（
大
字
東
安

１
３
２
２
）

1
57
―
５
０
９
０
FAX
57
―
８
８
９
５

◎

天
理
軽
便
鉄
道

模
型
運
転
会

◎

親
子
も
ち
つ
き
大
会

◎

か
き
も
ち
・

き
り
こ
作
り
体
験
会

鉄道模型運転会

弁財天坐像

親子もちつき大会

かきもち・きりこ作り
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●　スポーツ ●

平
成
23
年
11
月
27
日
（
日
）
に
香
芝

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
主
催
の
交
流
大
会

で
準
優
勝
し
ま
し
た
。

安

２
―
０
田
原
本
南

安

２
―
０
志
都
美
旭
ヶ
丘

安

２
―
０
関
屋

安

０
―
２
真
美
ヶ
丘

『すこやか安 スポーツクラブ』よりお知らせ

申込み・お問い合わせ先：安 中央公園体育館内　すこやか安 スポーツクラブ　158－4011

参加資格　　安 町在住・在勤者
申込期間　　2月8日（水）～16日（木）〈休館日は除く〉

申込み・お問い合わせ：安 中央公園体育館内　体育協会事務局　158－4011

下記の教室に参加される場合は、すこやか安 スポーツクラブに会員登録が
必要です。
会員登録ができる日は、下記のスリータッチ教室及び軽スポーツ教室の日に
年会費と参加費をご持参ください。

教　室　名 日　時　場　所

真美体操教室

スリータッチ教室

軽スポーツ教室
・スリータッチ
・バウンドテニス 02月11日（土）
・囲碁ボール 00月25日（土）
・室内ペタンク

など

02月06日（月）
00月13日（月）
00月20日（月）
00月27日（月）

中央公園体育館
午前9時30分～

中央公園体育館
午前9時30分～

中央公園体育館
午前9時30分～

02月03日（金）
00月17日（金）

《安 町体育協会》より大会のお知らせ

大　　会　　名 日　時　場　所 備　　　考

第5回 中央公園体育館 チーム編成

ソフトバレーボール大会 開会式　午前9時～ １チーム4～8名
2月19日（日）

中央公園体育館
第37回剣道大会

開会式　午後１時30分～

一般 1,000円
小学生以下 無料
家族 2,000円
1回につき 100円
※真美体操教室は、
別途月会費が必要
です。

スポーツ安全保険
年間（4／1～3／31）
大人 1,600円
65歳以上 800円

年
会
費

参
加
費

保
険
料

スポーツ振興くじ助成事業

安

少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

準
　
優
　
勝
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平
成
24
年
４
月
１
日
よ
り
、
安

中

央
公
園
体
育
館
・
安

中
央
公
園
多
目

的
広
場
、
安

中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
体
育
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
）
の
受
付
時
間
が
変
更
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
併
せ
て
４
月
１
日
よ
り
、
体

育
施
設
に
ご
み
箱
を
設
置
し
ま
せ
ん
の

で
、
ご
み
の
お
持
ち
帰
り
の
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
せ

安

中
央
公
園
体
育
館

1
58
―
４
０
１
１

平
成
23
年
11
月
・
12
月
に
安

町
の

予
選
会
を
行
い
、
安

町
代
表
メ
ン
バ

ー
が
決
定
し
ま
し
た
。

安

町
代
表

男
子
（
６
名
）

松
田
　
　
崚
・
国
正
　
侑
大

松
浦
弘
太
郎
・
瀧
本
　
椎
之

倉
本
　
雄
介
・
萩
　
　
健
夫

女
子
（
４
名
）

下
屋
亜
矢
佳
・
村
上
　
弥
々

胡
内
　
香
保
・
富
士
　
由
梨

【
本
大
会
】
３
月
３
日
（
土
）

【
場
　
所
】
河
合
町
の
馬
見
丘
陵
公
園

【
開
会
式
】
午
前
９
時
30
分
〜

【
ス
タ
ー
ト
】
午
前
10
時
45
分

タ
ス
キ
を
つ
な
い
で
、
安

町
代
表

と
し
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
声
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●　お知らせ ●

①
救
急
法
一
般
普
及
（
基
礎
・
養
成
）

講
習

（
Ａ
）
救
急
法
基
礎
講
習
会

日
時

２
月
26
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

（
Ｂ
）
救
急
法
救
急
員
養
成
講
習
会

日
時

３
月
３
日（
土
）
・

４
日（
日
）
の
２
日
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

受
講
条
件

満
15
歳
以
上

※
（
Ａ
）
基
礎
講
習
の
み
の
受
講
は
不

可
で
す
。

※
基
礎
講
習
修
了
者
認
定
証
を
お
持
ち

の
方
は
救
急
員
養
成
講
習
の
み
の
受

講
は
可
能
で
す
。

教
材
費

Ａ
Ｂ
各
共
に
１，
５
０
０
円

場
所

Ａ
Ｂ
各
共
に

大
和
郡
山
市
社
会
福
祉
会
館

大
和
郡
山
市
植
槻
町
３
―
８

申
込
み

往
復
は
が
き
に
、「
救
急
法
講
習
会
受

講
希
望
」
と
明
記
の
上
、
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
職
業
、
電
話
番
号
、

性
別
、
受
講
希
望
内
容
を
記
入
し
、

〒
６
３
０
―
８
１
３
３

奈
良
市
大
安
寺
１
―
23
―
２

日
本
赤
十
字
社
奈
良
県
支
部
　
事
業

推
進
課
ま
で
２
月
10
日
必
着
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

1
０
７
４
２
―
61
―
５
６
６
６

な
お
、
Ｂ
の
み
申
込
み
の
場
合
は
、

救
急
法
基
礎
講
習
終
了
者
認
定
証
の

発
行
日
・
受
講
さ
れ
た
都
道
府
県
支

部
名
を
必
ず
記
入
く
だ
さ
い
。

②
健
康
生
活
支
援
講
習
会

日
時

２
月
22
日
（
水
）
〜
24
日
（
金
）

の
３
日
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

対
象

満
15
歳
以
上

教
材
費

１，
０
０
０
円

場
所

日
本
赤
十
字
社
奈
良
県
支
部

奈
良
市
大
安
寺
１
―
23
―
２
（
奈
良

交
通
大
安
寺
バ
ス
停
下
車
南
へ
徒
歩

５
分
）

申
込
み

往
復
は
が
き
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

２
月
15
日
ま
で
に
「
健
康
生
活
支
援

講
習
受
講
希
望
」
と
明
記
の
上
、
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号

を
記
入
し
　
〒
６
３
０
―
８
１
３
３

奈
良
市
大
安
寺
１
―
23
―
２

日
本
赤
十
字
社
奈
良
県
支
部
　
ま
で

申
込
み
下
さ
い
。

1
０
７
４
２
―
61
―
５
６
６
６

FAX
０
７
４
２
―
61
―
５
７
５
６

第
７
回
奈
良
県
市
町
村
対
抗

子
ど
も
駅
伝
大
会
に
つ
い
て

赤
十
字
講
習
会
の
開
催
に

つ
い
て

��
��
��安

中
央
公
園
体
育
館
か
ら
の

お
　
知
　
ら
　
せ

●
変
更
前

24
時
間
受
付
可
能

↓

●
変
更
後

午
前
９
時
〜
午
後
７
時
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園児たちがクラス

の仲間たちと一緒

に、練習してきた成

果をカルチャーセン

ターの大きな舞台で

発表しました。

生活発表会
12月10日（土） 大道幼稚園

寒さに負けない健
康な体づくりをめざ
して、朝から園庭で
かけっこをしまし
た。2日目には、走
ったあとにあったか
いおしるこをいただ
きました。

寒さに負けるな!!
1月10日（火）～11日（水）

いつも注意しているのに部屋のかたづけができない。子どもが「友だちの家に
泊まりたい。」と言ってきたが親としては不安。約束した時間に１時間以上遅れ
て帰ってきた・・・・子どもと意見の違いや要求の対立が起こったとき、どんな
問題にも最善の解決策を親だけが持っているかのようにふるまっていませんか。

それは、だれの問題ですか？
その問題を解決しなければならないのは誰でしょう。問題を持っている人自身が解決することが基本です。

問題を親がすべて取り上げてしまうのは、子どもを無能だと思っている意識が子どもに伝わり、子どもの自
立を阻害することにもなりかねません。それは、支援ではなく救助なのです。

親は聞き役に徹しましょう。
まずは、相手の目をしっかりとみて頷くこと、相づちを打つことが基本です。繰り返されるキーワードを

見つけてさらに心の扉を開いてあげましょう。「でも・・」も「正論」もいりません。子どもの気持ちや考え
を「○○ちゃんは・・・と感じているんだね」と受け止めることで子どもの気持ちが癒され前向きな気持ち
になり、自分で解決策を考える土壌ができてくるのです。

伝えたいアイメッセージ
でも親にも言い分が・・・そうです。解決を子どもに委ねる前に親の価値観を伝えておきたい場合もあり

ますね。そんな時は、世間体や一般論ではなく「私（アイ）」を主語にした言い方で気持ちを伝えましょう。
「私は○○ちゃんに・・・されて・・・と感じているの。だから・・・・してほしいな。」どうしてほしいか
も具体的に付け加えて・・・。でも、決して感情的になったり、くどくどと繰り返してはいけません。

こんな方法もあります。

「勝負なし法」
解決策を子どもとともに考える方法です。子どもとともに考え

た解決策ですから、どちらの言い分にも勝ち負けの関係は生まれ
ません。むしろ、解決策の決定に子ども
が参加することで実行する意欲や責任感
が生まれます。また、子どもといっしょ
に考えることで思いもよらない創造的な
解決策が生まれることもあります。

子どもと意見が違うときどうしていますか？子どもと意見が違うときどうしていますか？
安 町心の相談室カウンセラー
出満喜代の親も育つ・子育てサロン

プレ講座より（Ｈ23.12.15実施）第２の扉第２の扉

オススメ ＜手　順＞
①双方の意見を書き出し問題をはっきり

させる。

②可能な解決策を親子で考えて書き出

す。

③解決策を一つ一つ吟味する。

④最善の策を決める。

⑤解決策を実行する方法を決める。

⑥どれだけ問題が解決したか評価する。

安 保育園
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第１の扉第１の扉

平成24年

2月号

●主な取り組み●

人権啓発標語　防犯教室　修学旅行の平和学

習　あいさつ運動　クリーンキャンペーン　平

和登校日　道徳授

業参観　校内研究

授業　身体調べ

（環境と健康）職

場体験など

クリーンキャンペーン

生命を大切にする
子どもの育成
～人・自然・伝統文化と
ふれ合う豊かな体験活動

を通して～

自他の生命を尊重し、

たくましく生きる子どもをはぐくもう。

自他の生命を尊重し、

たくましく生きる子どもをはぐくもう。

中学校

●主な取り組み●

全校朝読　道徳授業参観　不審者対応訓練　い

きいき子どもクラブ（待機スペース）校区たん

けん・公共施設見

学・修学旅行（平和

学習）米作り体験

デイサービス利用者

との交流　手話サー

クルとの交流など

地域の中で育つ心豊かな
子どもの育成をめざして
～言語活動を効果的に
取り入れ、自分の思いを
伝えあう学習を生かして～

小学校

道徳参観（６年生の授業）

奈良県道徳教育振興会議からの提言

奈良県道徳教育振興会議
は、奈良県教育委員会の委
嘱委員で構成する道徳教育
振興のための啓発・支援推
進会議です。

安 町では、児童生徒の生きる力を育成するため、その中核を担う心の教育の充実をめざして道徳教育推

進事業を展開しています。小中学校がそれぞれに道徳推進目標を掲げ、授業研究や体験活動の活性化に努め

ています。

奈良県各地では、子ども
たちの豊かなこころをはぐ
くための営みが、数多くの
学校で行われています。そ
こには、教職員や保護者、
地域の方々の互いに力を合
わせた様々ながんばりがあ
ります。

○　先生や友達とのつながりを大切にし、
共に育ち合う楽しい学校にしましょう。

○　家族のつながりを大切にし、
愛情を感じる安らぐ家庭にしましょう。

○　様々な人々とのつながりを大切にし、
互いが温かく支え合う地域社会にしましょう。

学校、家庭、地域社会がつながり合って学校、家庭、地域社会がつながり合って
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●　お知らせ ●

◆
１
月
16
日
（
月
）

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
と
お
や
つ
作
り

「
子
ど
も
と
作
る
簡
単
お
や
つ
」

◆
１
月
26
日
（
木
）

リ
ー
ダ
ー
研
修

手
作
り
体
験
で
「
味
噌
作
り
」
を
行

い
ま
し
た
。

今
回
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ス
は
、
奈

良
県
子
育
て
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
モ

デ
ル
事
業
と
な
り
ま
す
。
特
に
４
回
目

は
パ
パ
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程
　
①
３
月
１
日
（
木
）

②
３
月
７
日
（
水
）

③
３
月
13
日
（
火
）

④
３
月
18
日
（
日
）

４
回
１
コ
ー
ス
で
す
。
い
ず
れ
も
午

前
９
時
20
分
開
始
、
終
了
予
定
時
間

は
正
午
で
す
。
た
だ
し
２
回
目
は
調

理
実
習
が
あ
り
、
午
後
２
時
30
分
頃

終
了
し
ま
す
。

対
象
者

妊
婦
と
そ
の
配
偶
者
（
２
・

３
回
目
は
そ
の
家
族
も
可
）

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
動
き
や
す
い
服
装

②
は
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
み
そ
汁

１
０
０
㏄
程
度
　
歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ

プ
、
タ
オ
ル
、
手
鏡

内
容妊

娠
中
の
過
ご
し
方
、
分
娩
時
の
対

応
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
、
歯
や
食
事
に
つ

い
て
、
調
理
実
習
、
手
作
り
ア
ル
バ
ム
、

絵
本
で
子
育
て
、
沐
浴
、
み
そ
汁
塩
分

測
定
（
食
生
活
改
善
推
進
員
よ
り
）、
赤

ち
ゃ
ん
と
先
輩
マ
マ
と
の
交
流
会
な
ど

参
加
費

５
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
、
実
習
費
含
む
）

申
込
み
、
お
問
い
合
せ

健
康
福
祉
課

1
57
―
１
５
９
１
FAX
57
―
１
５
９
２

★
地
域
の
安
全
は

地
域
で
守
ろ
う
!!

【
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る

防
犯
活
動
の
実
現
】

◆
犯
罪
を
起
こ
さ
せ
な
い
街
づ
く
り

犯
罪
者
は
、
顔
を
見
ら
れ
た
り
、
声

を
か
け
ら
れ
た
り
す
る
の
を
嫌
い
、
犯

罪
者
の
多
く
は
事
前
に
下
見
を
行
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
下
見
の
段
階
で
犯
行

を
あ
き
ら
め
さ
せ
る
こ
と
が
地
域
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
、
一
番
の
防
犯
対
策
と

な
り
ま
す
。
日
頃
、
見
か
け
な
い
人

（
不
審
者
）
に
対
し
て
「
何
か
用
事
で
す

か
」
と
か
「
ど
な
た
を
お
訪
ね
で
す
か
」

な
ど
の
積
極
的
な
声
か
け
は
勿
論
の
こ

と
、
ご
近
所
へ
の
声
か
け
を
励
行
し
、

地
域
で
犯
罪
を
防
ぐ
と
い
う
強
い
意
識

や
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

◆
住
民
同
士
の
連
帯
意
識
を
持
つ

こ
と
が
重
要

・
普
段
か
ら
あ
い
さ
つ
を
し
て
、
ご
近

所
と
親
し
く
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
日
頃
、
停
ま
っ
て
い
な
い
車
が
あ
れ

ば
、
ナ
ン
バ
ー
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し

ょ
う
。

・
外
出
時
だ
け
で
な
く
、
家
や
車
の
鍵

を
か
け
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
各
家
庭
の
門
灯
な
ど
を
点
灯
し
て
屋

外
を
明
る
く
し
ま
し
ょ
う
。

◆
安

町
防
犯
・
防
災
推
進
協
議

会
の
活
動
に
ご
協
力
を

安

町
を
安
全
・
安
心
の
街
に
す
る

た
め
、
各
自
治
会
や
地
域
安
全
推
進
委

員
、
自
主
防
犯
団
体
等
が
協
力
し
て
立

ち
上
げ
た
「
安

町
防
犯
・
防
災
推
進

協
議
会
」
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
12
月
22
日
（
木
）

保
育
園
お
や
つ
作
り

園
児
と
「
ス
ノ
ー
マ
ン
ボ
ー
ル
」
を

作
り
ま
し
た
。

安

駐
在
所

1
・
FAX
57
―
２
６
０
３

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り 
安
堵
駐
在
所
だ
よ
り

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り 
安
堵
駐
在
所
だ
よ
り 

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

安
全
・
安
心
の
街

警
察
署
等
の
通
報
先

奈
良
県
警
察
本
部

1
０
７
４
２
―
23
―
０
１
１
０

西
和
警
察
署

1
０
７
４
５
―
72
―
０
１
１
０

安

駐
在
所

1
０
７
４
３
―
57
―
２
６
０
３

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

安

町
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会
だ
よ
り

どんどん参加して
友達の輪を広げよう
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●　お知らせ ●

本
年
及
び
来
年
（
平
成
25
年
）
卒
業

予
定
の
方
を
含
め
、
平
成
21
年
３
月
以

降
卒
業
の
方
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

多
く
の
企
業
の
方
と
会
っ
て
、
希
望
企

業
を
み
つ
け
、
正
社
員
就
職
へ
の
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

３
月
２
日
（
金
）

午
前
10
時
40
分
〜
午
後
４
時

会
場

奈
良
県
新
公
会
堂
（
奈
良
公
園
内
）

参
加
企
業

約
80
社

対
象

大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
修
学

校
・
大
学
院

申
込
み

予
約
不
要
　
無
料

お
問
い
合
せ

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

奈
良
県
経
営
者
協
会

1
０
７
４
２
―
20
―
２
２
１
０

奈
良
県
発
行
の
「
せ
ん
と
く
ん
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
」
は
必
ず
平
成
24
年
２

月
29
日
（
水
）
ま
で
に
ご
使
用
く
だ
さ

い
。
使
用
期
限
を
過
ぎ
た
商
品
券
は
無

効
と
な
り
、
換
金
は
一
切
出
来
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ

奈
良
県
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

1
０
７
４
２
―
21
―
６
１
０
１

（
平
日
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
）

http://1300 prem
ium
.pref.nara.jp/

冬
場
は
、
輸
血
用
血
液
が
不
足
し
ま

す
。
こ
れ
は
献
血
協
力
者
数
が
減
少
す

る
こ
と
で
、
必
要
と
さ
れ
る
輸
血
用
血

液
の
確
保
が
困
難
に
な
る
た
め
で
す
。

そ
れ
で
も
輸
血
用
血
液
を
必
要
と
す
る

患
者
さ
ん
は
季
節
に
関
係
な
く
、
血
液

の
十
分
な
確
保
が
必
要
で
す
。
寒
さ
が

厳
し
い
時
期
で
す
が
、
ぜ
ひ
、
こ
の
時

期
に
も
積
極
的
な
献
血
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

日
時

２
月
16
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
受
付

場
所

安

町
役
場
　
１
階
玄
関
前

持
ち
物

献
血
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方
）

※
本
人
確
認
が
ま
だ
の
方
は
、
ご
自
身

を
証
明
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、

保
険
証
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ

奈
良
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

1
０
７
４
３
―
56
―
５
９
１
６

FAX
０
７
４
３
―
56
―
４
８
９
４

土
地
や
建
物
を
相
続
し
て
も
、
亡
く

な
っ
た
人
の
名
義
に
し
て
お
く
と
後
日

困
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
奈
良
県
司
法

書
士
会
は
、
相
続
登
記
及
び
そ
の
他
登

記
に
関
す
る
無
料
相
談
会
を
左
記
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時

２
月
５
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

場
所

●
奈
良
会
場

西
部
公
民
館

（
奈
良
市
学
園
前
南
三
丁
目
１
番
５
号
）

近
鉄
学
園
前
駅
前
南
側

０
７
４
２
―
44
―
０
１
０
１

●
桜
井
会
場

桜
井
市
ま
ほ
ろ
ば
セ
ン
タ
ー

第
７
・
第
８
研
修
室

（
桜
井
市
大
字
桜
井
１
２
５
９
番
地
）

Ｊ
Ｒ
桜
井
線
・
近
鉄
大
阪
線

（
桜
井
駅
南
口
）
エ
ル
ト
桜
井
２
階

０
７
４
４
―
42
―
１
９
７
３

内
容

相
続
登
記
、
そ
の
他
の
登
記
に

つ
い
て

相
談
料

無
料

お
問
い
合
せ

奈
良
司
法
書
士
会

1
０
７
４
２
―
22
―
６
６
７
７

新
規
卒
業
者
の
「
就
活
」

を
応
援
し
ま
す
〜
企
業

合
同
説
明
会
〜

「
せ
ん
と
く
ん
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
」
使
用
期
限

は
2
月
29
日（
水
）ま
で

献
血
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す

「
相
続
登
記
は
お
済
み
で

す
か
月
間
」
無
料
相
談
会

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
就
職
活

動
の
コ
ツ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
参
加

型
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

日
時

２
月
９
日
（
木
）

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

２
月
23
日
（
木
）

「
実
践
に
役
立
つ
！
面
接
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
」

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

（
エ
ル
ト
ピ
ア
奈
良
内
）

奈
良
市
西
木
辻
町
93
―
６

対
象

お
お
む
ね
35
歳
未
満
の
人

（
30
代
後
半
の
不
安
定
就
労
者
含
む
）

※
各
回
定
員
10
人
程
度
（
先
着
順
）

申
込
み
　

１
月
20
日
か
ら
各
回
前
日
ま
で
に
電

話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
セ
ミ
ナ
ー
名
、
開
催

日
、
居
住
地
の
市
町
村
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別

を
左
記
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ

1
０
７
４
２
―
23
―
５
３
７
０

FAX
０
７
４
２
―
23
―
５
７
５
７

http://w
w
w
.pref.nara.jp/dd_aspx_

ite
m
id
-62971 .h

tm
#
ite
m
id62971

若
者
対
象

就
職
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
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●　お知らせ ●

古
の
歴
史
と
文
化
が
誇
る
町
安

町

を
歩
き
な
が
ら
、
聖
徳
太
子
に
ま
つ
わ

る
伝
説
に
触
れ
、
壮
大
な
廣
瀬
神
社
の

砂
か
け
祭
り
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時

２
月
11
日
（
祝
）

（
雨
天
決
行
）

午
前
９
時
20
分
〜
受
付

午
前
10
時
出
発

集
合
場
所

Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
改
札
前

参
加
費

無
料

持
ち
物

弁
当
・
飲
み
物

砂
除
け
ビ
ニ
ー
ル

解
散
場
所

Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅

午
後
３
時

行
程

約
10
キ
ロ

お
問
い
合
せ

安

町
商
工
会

1
57
―
１
５
２
４
（
平
日
）

昨
年
十
二
月
十
四
日
（
水
）
に
町
長

室
に
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
町
長
賞
《
感
想
画
部
門
》
徳
谷
和
純

（
安
小
１
）
今
森
千
貴
（
安
小
４
）
奥
未

彩
季
（
中
１
）
《
感
想
画
部
門
》
岡
本

梨
里
（
大
幼
３
歳
）
堀
内
祐
貴
（
安
小

３
）
中
谷
聖
（
安
小
４
）《
自
由
部
門
》

大
道
幼
稚
園
４
歳
児
ク
ラ
ス
の
皆
さ
ん

▼
教
育
長
賞
《
感
想
文
部
門
》
小
柳
賢

季
（
小
３
）
久
保
美
早
妃
（
小
４
）
松

田
萌
（
中
３
）
《
感
想
画
部
門
》
中
谷

樹
（
安
保
５
歳
）
卯
川
叶
（
安
小
１
）

平
山
竜
希
（
安
小
５
）
尚
、
応
募
い
た

だ
い
た
す
べ
て
の
感
想
画
（
大
道
幼
稚

園
は
一
部
）
自
由
部
門
の
作
品
は
、
２

月
１
日
（
水
）
〜
２
月
15
日
（
水
）
の

間
、
ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ

ー
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

日
本
産
婦
人
科
学
会
に
よ
る
公
開
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時３

月
３
日
（
土
）

午
後
２
時
〜
４
時

会
場奈

良
商
工
会
議
所

奈
良
市
登
大
路
町
36
―
２

内
容

①
「
知
っ
て
お
き
た
い
女
性
の
病
気
！

子
宮
内
膜
症
、
子
宮
筋
腫
、
子
宮
が

ん
、
卵
巣
が
ん
」

市
立
奈
良
病
院
　
産
婦
人
科
部
長

原
田
　
直
哉
先
生

②
「
女
性
の
性
感
染
症
　
〜
本
当
の
怖

さ
知
っ
て
ま
す
か
？
〜
」

奈
良
県
立
医
科
大
学
付
属
病
院

女
性
専
用
外
来
　
奈
良
県
立
医
科
大
学

臨
床
教
授
　
島
本
　
郁
子
先
生

参
加
者

約
１
５
０
名

参
加
費

無
料

申
込
み

奈
良
県
医
師
会
館
内
　
奈
良
県
産
婦

人
科
医
会
公
開
講
座
係

1
０
７
４
４
―
22
―
８
５
０
２

担
当
　
抜
井
真
由
美

「
相
続
登
記
は
お
済
み
で

す
か
月
間
」
無
料
相
談
会

〈
安

町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
〉

歴
史
の
町

安

町
か
ら
廣
瀬
神
社

（
砂
か
け
祭
り
）

女
性
の
た
め
の
健
康
講
座

健
康
ポ
ス
タ
ー
入
選
作
品

安

写
友
会
は
お
陰
様
で
、
今
年
20

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し

て
、
次
の
よ
う
に
「
20
周
年
記
念
写
真

展
」
を
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
多
数
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
期
間

３
月
２
日
（
金
）
〜
４
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

開
催
場
所

ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

一
階
展
示
室

入
場
料

無
料

お
問
い
合
せ

安

写
友
会
　
事
務
局

1
０
７
４
３
―
57
―
２
６
２
６

20
周
年
記
念
写
真
展
の

ご
案
内

第
５
回
読
書
感
想
文
感
想

画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

〈受賞された皆さん〉
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●　健　　康 ●

☆２月は、はたちの献血キャンペーンです☆

健康 カ レ ン ダ ーこ ど も
事　業　名 日　　時 対　　象 持　ち　も　の 内　容　等

母子健康手帳
アンケート用紙
歯ブラシ･コップ･
タオル・お茶

歯科診察・相談・フ
ッ素塗布
保護者で希望する方
に歯周疾患健診
（200円）

２ 歳 児 親 子
歯科健康診査

2月23日（木）
午後１時10分～
受付
※時間を区切り
指定します。

平成21年11月25日～
22年２月23日生まれ
の児

歯科診察・相談・フ
ッ素塗布

母子健康手帳
アンケート用紙
バスタオル

母子健康手帳
アンケート用紙
尿50cc
みそ汁50cc

４　か　月　児
健　康　診　査

2月1日（水）
午後１時15分～
１時30分受付

満３・４か月児
身体計測、内科診察、
栄養・育児相談

10 か　月　児
健　康　診　査

2月1日（水）
午後１時50分～
２時５分受付

満９・10か月児

３ 歳 児 歯 科
健　康　診　査

2月23日（木）
午後２時10分～
受付
※時間を区切り
指定します。

平成20年11月25日～
21年２月23日生まれ
の児

身体計測、尿検査、
内科健診、栄養・育
児相談
食生活改善推進員によ
るみそ汁塩分濃度測定

３歳６か月児
健　康　診　査

2月9日（木）
午後１時30分～
２時受付

満３歳６か月～
９か月

事　業　名 日　時 対　象 持ちもの 内　容　等

健　康　相　談
（役場ロビー）

2月3日（金）
午前９時～10時30分受付

健　康　相　談
（福祉保健センターロビー）

3月5日（月）
10時～11時30分

毎 月 20 日 の
個別健康相談

2月20日（月）・3月19日（月）
いずれも２日前までに要予約
時間は予約時に相談の上決定

歯周疾患健診
2月23日（木）
午後３時～３時10分受付
２日前までに要予約

健康手帳
または
健康ファイル

尿検査希望の
方は、朝起き
てすぐの尿を
お持ちくださ
い。

町住民

健康相談、血圧・体組成
（体脂肪率・基礎代謝量・
筋肉量・内臓脂肪レベルな
ど）・腹囲測定、尿検査、
尿中塩分濃度測定（１日の
摂取塩分量がわかります。
料金２回分で100円）、開眼
片足立ち

健康手帳また
は健康ファイ
ル・歯ブラシ・
コップ・タオ
ル・料金200円

40歳以
上住民

歯科診察・相談など

お と な

☆場所は福祉保健センター （役場ロビーでの健康相談は除く）
お問い合せ 福祉保健センター内健康福祉課（157－1591 ＦＡＸ57－1592）

※対象者には通知します。 ※場所はいずれも福祉保健センター

●健康相談

●健康診査
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●　健　　康 ●

み ん な で 健 康み ん な で 健 康

＊運動習慣・身体活動が活発になるよう、

地域ぐるみで運動普及を行います。

・特に50歳以下（子育て中・働き盛り世代）

の運動習慣がある人を増やすために、運動の

効果や身近な運動情報を広報、各種健（検）

診、健康教育で提供します。

・運動時間がとれない人に、日常生活の中で体

を動かすことの大切さや具体的な方法等を情

報提供します。

その一つとして…

身近な運動施設として安 中央公園体育館があり
ます。トレーニングルームやテニスコートが完備さ
れています。すこやか安 スポーツクラブの活動も
行われています。是非、ご利用ください。詳しくは、
電話やホームページ等でお問い合わせください。

“今後の取組内容”

お手軽！ながら運動
①イスに浅く座り、お腹をぎゅっとへこませ、
両手でイスの座面の横を軽くつかみ、
左右交互にひざを上げ下げする。
②余裕があれば上体を前傾させながら、ひざ
をできるだけ胸に引き寄せる。

ココに効く！
・全身運動　・転倒予防　・冷え、便秘予防

安堵中央公園体育館
1：58－4011 FAX：58－8084
開館時間：午前9時から午後9時
休 館 日：毎週火曜日

・
食
欲
は
あ
り
ま
す
か
？

・
睡
眠
は
と
れ
て
い
ま
す
か
？

子
育
て
や
仕
事
の
こ
と
、
人
間
関
係
等

で
し
ん
ど
さ
を
感
じ
る
時
が
あ
り
ま
す
よ

ね
。
一
度
、
お
電
話
で
話
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
心
が
軽
く
な
る
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

場
所

ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
１
階
ホ
ー
ル
控
え
室

相
談
専
用
電
話

1
56
―
８
０
０
３

午
前
９
時
〜

午
後
５
時

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

相
談
は
無
料

第
二
回
幸
せ
な
人
生
の
必
需
品
と
は
？

『
自
尊
感
情
』
と

『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
』

今
な
ら
ま
だ
間
に
合
う
！
こ
れ
ら
を

身
に
つ
け
さ
せ
る
方
法
に
つ
い
て

日
時

２
月
10
日
（
金
曜
日
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所

安

小
学
校

毎週水曜日午後3時から

福祉保健センターでの体操、

小学校のいきいきクラブや地域の

サロンでの運動など活躍されて

います。

安
堵
町
・
心
の
相
談
室

安

町
・
心
の
相
談
室

親
も
育
つ
・
子
育
て
サ
ロ
ン

親
も
育
つ
・
子
育
て
サ
ロ
ン
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●　健　　康 ●

h e a l t hh e a l t h

広報あんど6月号に、“すこやか安 21”健康づくり計画の概要を掲載しました。7月
号から、分野別にこれまでの主な取組、今後の取組について、シリーズで掲載しています。

～パート6
身体活動・運動編～すこやか安堵21（計画）中間評価報告すこやか安 21（計画）中間評価報告
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男性 

図1　運動習慣者 図2　50歳以下の運動習慣者 

女性 
平成22年 

25.6
43

52.3

41

48 34

～身体を動かすことを楽しみ、 
　　　　　活気のある生活をめざそう～ 

身体活動・運動 身体活動・運動 身体活動・運動 

現状を２つのグラフで表しました。運動習慣者は増加しています。
いつまでも元気で、豊かな人生の実現には、運動はかかせません。住民同士のつながりの中で運動習
慣者を広めるために、運動ボランティアさんによる活動が行われています。

その中でも50歳以下の人は･･･

“今までの主な取組内容”と“現状”

＊生活の中に運動・意識的な身体活動がある人の増加

ベ
ビ
マ
マ
サ
ロ
ン
は
、
小
さ
な
お
子

様
と
マ
マ
達
が
楽
し
く
リ
ラ
ッ
ク
ス
出

来
る
場
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
初

め
て
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

第
一
金
曜
日
は
11
時
頃
か
ら
絵
本
や

紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
時
間
を
設
け
て

い
ま
す
。
前
半
は
こ
れ
ま
で
通
り
、
お

も
ち
ゃ
で
自
由
に
遊
ぶ
時
間
で
す
。

就
学
前
の
お
子
様
な
ら
年
齢
制
限
は
特

に
設
け
て
い
ま
せ
ん
。
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
尚
、
今
月
は
第
３
金
曜
日
が
お

休
み
で
す
。
代
わ
り
に
第
２
金
曜
日
に
実

施
致
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

２
月
３
日
（
金
）
・
２
月
10
日
（
金
）

２
月
24
日
（
金
）

各
日

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

場
所

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
３
Ｆ

日
時

２
月
15
日
（
水
）

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

持
ち
物

必
要
な
方
の
み

お
茶
、
上
靴
、
着
替
え

服
装

動
き
や
す
く
汚
れ
て
も
よ
い
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ

だ
い
ど
う
幼
稚
園

1
57
―
３
５
５
６

ベ
ビ
マ
マ
サ
ロ
ン
の
お
知
ら
せ

ベ
ビ
マ
マ
サ
ロ
ン
の
お
知
ら
せ

だ
い
ど
う
幼
稚
園
園
開
放
の
お
知
ら
せ

だ
い
ど
う
幼
稚
園
園
開
放
の
お
知
ら
せ
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●
広
報
安

第
４
７
１
号
　
２
０
１
２
年
２
月
１
日
発
行
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町のうごき（１月１日現在） ■人口　7,827人（前月比５人減）男3,773人　女4,054人　■世帯数　3,330世帯（前月比３世帯増）

広報「あんど」は再生紙を使用しています。

2月4日（土）
3月3日（土）

「小さい子の時間」（2・3歳～）
午後2時～2時20分

「大きい子の時間」（5歳～）
午後2時30分～3時
◎おはなし・絵本・紙芝居
◎場所：図書室

ママらっこ
¡２月17日（金）
「みんなで

作って食べよう」
参加費　100円
※第１金曜日ではありま
せん。ご注意ください。

¡３月９日（金）
「ねこじゃらし

（おはなし会）」
午前10時20分開始
福祉保健センター３階
対象：入学までの親子

工作クラブ

2月22日（水）

午後4時～5時

◎場所：福祉保健センター
２階会議室

◎道具はこちらで用意いたし
ます。
◎無料です。
お気軽に！

ベビママサロン

絵本のひろば
ベビママサロンで遊んだあ
とは「絵本タイム」
おたのしみ手遊び・紙芝居は
11時から

2月 3日（金）
3月 2日（金）

午前10時30分～12時
（入退出自由）

福祉保健センター3階
共催　ベビママサロン

絵本のひろばBe
び

－輪
わ

「てんいち」とは、てん（英語の10）と、いち（１）を合わせて１１
テンイチ

（毎月11日は人権を

確かめあう日）という意味です。

安 町人権・同和問題啓発活動推進本部 毎月11日は人権を確かめあう日です

日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31
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安 町福祉保健センター図書室

福祉保健センター２階

157-1590 FAX57-1592

［利用時間］午前10時～午後５時

本の窓
2

月

新しいDVDが入りました！
「ディズニー」「ジブリがいっ

ぱい」「ハリーポッター」「ドラえ

もん」など、子どもたちの好きな

シリーズを用意しています。貸出

はできませんので、図書室でご覧

ください。小さなお子様もお楽し

みいただけます。

1 2 3 4

特別蔵書整理のため、図書室はお休みさせて
いただきます。皆様にはご不便をおかけします
が、どうぞよろしくお願いします。閉室に伴い
特別貸出をします。ご利用ください。

閉 室 期 間　2月13日（月）～18日（土）
特別貸出期間　1月30日（月）～2月10日（金）
貸 出 冊 数　10冊
貸 出 期 間　3週間

図書室お休みのお知らせ

歩いてみれば再発見・再認識
あなたの探索をサポートします！

図書室ではガイド申込書をご用意しています。
郷土の歴史を再認識しませんか？
※お問い合わせは図書室まで

『安 観光ボランティアの会』コーナー紹介

安 町って…どんな町？

安 町歴史民族資料館/富本憲吉記念館/
重要文化財中家住宅/極楽寺/広峰神社/
善照寺/飽波神社/杵築神社　等


